
 

ボランティアについて        　 

　 1月17日は「防災とボランティアの日」です。兵庫県南部地震（阪神･淡路大震災）が1995年に発

生し、神戸などに甚大な被害を被りました。行政の対応が遅れる一方で、ボランティアの活躍に注

目が集まり、決められました。 

　 ボランティアですが、コロナや天候の影響により今年度も思うようには実施できていません。「人

のために何かやりたい」「地域のために役に立ちたい」という思いは、先日ご協力いただいた学校

評価のアンケートにも現れていました。以下のグラフは学校評価アンケートの結果の一部です。 

　 ボランティア活動に、参加しているまたは参加したいと思っている生徒は(A,Bの回答を合わせ

ると)、１年生54%，２年生66%，３年生88%でした。否定的な回答した生徒のうちで、まだ参加で

きていないけどボランティアには参加したいと思っているという生徒を含めると、全体では7～8

割に及びそうです。また校内清掃に一生懸命取り組んでいるという生徒は、1年生92％，2年生81

％，3年生92％でした。 

　 このような生徒の思いを行動に繋げられるように、今後もボランティア活動を実施して行きます。

その一環として志池親水公園でのどんど焼きの前日準備、当日のサポートのボランティアには延べ

30人以上の生徒が参加してくれました(前日の準備は雨天のため中止。感染症の流行のため参加見

合わした生徒もいました)。どんど焼きを主催した方、地域の方からもお褒めのことばをいただきま

した。応募してくれたみなさんありがとうございました。またご家庭でもボランティアへの参加を後

押しくださり感謝申し上げます。今後も校内クリーン作戦や地域貢献ボランティアなどを実施する予

定です。 

 　

いよいよ受験がはじまりました。        　 

　 1/2６(木)，2７(金)の2日間、県内の私立高校1期入試が行われ、この入試を皮切りに受験がは
じまりました。このあと、公立特別入試［2/8(水)，9(木)］、私立2期入試［2/20(月）］と続き、公
立一般入試［3/8(水)，9(木)］が行われます。受験に向けた準備として、面接練習や放課後に教室
に居残って自主勉強を進めていました。それぞれが望む進路に進めるように願っています。新聞で
も、今回の私立1期入試や県立高校の志願状況について報じられていました。私立1期入試の平均
競争率は5.01倍(志願者数で算出)、県立高校の志願倍率は1.06倍(1月10日現在)だそうです。
そして、この公立一般入試後の3/13(月)に第７６回卒業証書授与式が執り行われ、３年生はそれ
ぞれの目標に向けて学び舎である玉中を巣立っていくことになります。
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